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水戸市社会福祉協議会（社協）は、「だれもが元気で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています

第44回金婚祝賀会を
開催いたします

～ご出席を希望される方はお申し込みください～

【申込方法】 ❶郵便番号・住所　❷お住まいの小学校区　❸ご夫妻の氏名（ふりがな）　
 ❹年齢　❺電話番号　❻結婚年月日　
 を記入の上、ハガキまたはFAXにてお申し込みください。

●申込期限 平成29年７月28日（金）
※FAXを送られたあと、確認のお電話をお願いします。
※お申込みをいただいたご夫妻には、10月中に招待状をお送りいたします。

【申込・問合せ先】 〒３１１-４１４１　水戸市赤塚１-１
 水戸市社会福祉協議会　地域福祉推進係
 電　話　０２９-３０９-５００１
 ＦＡＸ　０２９-３０９-５５２５

◆と　き　平成２９年１１月２２日（水）
◆会　場　水戸プラザホテル（水戸市千波町2078-1）
◆該当者　昭和42年に結婚し、平成29年1月1日現在、
　　　　　市内に居住されているご夫妻
※昨年までの該当者で申し込みされていない方は、お問い合わせください。

◆主　催　水戸市、社会福祉法人水戸市社会福祉協議会

昨年の祝賀会



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。

社協会費のご協力は、地域のみなさんが支え合う『福祉のまちづくり』の一つの形です。

社協会員になって、『ともに地域福祉を支えあう仲間』になってみませんか

平成29年度の社協会員会費を
６月15日から募集します

　お寄せいただいた会費の50％は、小学校区ごとに組織されている社協支部運営の地
域福祉事業に活用されます。
　残りの50％は、水戸市内の高齢者・児童母子父子・障害者（児）福祉事業、心配ごと相談・
結婚相談、ボランティア活動サポートなどの事業に活用されます。

会員会費の年額
　・一般会員／  500円以上（一世帯）　・団体会員／3,000円以上（福祉施設、団体等）
　・特別会員／1,000円以上（個人）　　・賛助会員／5,000円以上（篤志家、企業）

ふれあいランチの会（新荘支部） 三世代交流事業（千波支部） 子育てサロン（梅が丘キッズランド）

※募集方法・時期は、別途町内会（自治会・常会等）の回覧でお知らせいたします。

会費の流れ1

寄せられた500円の使われ方２

支え合う
『福祉のまちづくり』

  の資金に。

平成二十九年

平成二十九年

地域に還元
社協

100円
50円
30円
15円
10円
45円

社会福祉の普及活動に

ボランティア活動の応援に

心配ごと相談・結婚相談に

金婚祝賀に

社会福祉大会に

事業実施のための経費に

250円 市内各支部の
福祉活動に

会員会費500円

社協地域福祉活動の様子
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　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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常陽ボランティア倶楽部よりタオルが寄贈されました

訪問して信頼関係を深めます

『高齢者とのふれあい事業』
社協河和田支部

梅の会健康クラブ
地域のサロン活動レポート 

地域だより

　３月７日、今年も常陽ボランティア倶
楽部の「タオル一人１本提供運動」で集
められたタオル 2,000 本が社会福祉協議
会に寄贈されました。毎年贈られるタオ
ルは、社協のボランティアセンターを通
じて、市内の福祉施設に配分されていま
す。寄せられた善意は、多くの福祉事業
所で役立てられています。

　社協河和田支部では、３月上旬、ひとり
暮らし高齢者や米寿を迎えた方々のお宅を
訪問するふれあい事業を行いました。支部
の福祉員（民生委員）がお祝い品や手土産
を持って訪問することで、安否確認をしな
がら信頼関係を深めようという事業です。
棯﨑支部長は、「この訪問でお互いの理解
が深まり、地域内でいい関係を築くきっか

けになります」と、笑
顔で次の訪問先に向
かいました。

　「いいねーっ、上出来！」グランドに明るい声が
響きます。

　サロン「梅の会健康
クラブ」は、午前中グ
ランドゴルフの練習に
熱が入ります。
　定期的に行われる大
会での好成績を目指

し、仲間同士仲良く励まし合いながら腕を磨きます。
気持ちよく運動した後は、お昼をはさみ、午後は室
内でゲームやお茶会を楽しみます。
　「毎週みんなと楽しく過ごせて、ひとりでテレビ
を見ているよりずっといい」と、参加者のいきいき
とした表情と笑い声が素敵なサロンです。

和やかな近況報告

開店準備をする就労支援事業所
「喫茶はーと」のスタッフ
（福祉ボランティア会館）

◦開催日　毎週水曜日9時～15時30分、
　　　　　木曜日9時～12時
◦場　所　東前コミュニティセンター、道灌坂街区公園
◦内　容　グランドゴルフ、
　　　　　室内ゲーム、お茶会等
◦対象者　稲荷第一地区の
　　　　　60歳以上の方
◦連絡先　029-269-1541
　　　　　（小髙）

赤い羽根
共同募金
受配事業

タオルの贈呈式



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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図
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。
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戸
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会
福
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協
議
会
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計
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�

一
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ひ
と
り
の
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す
。
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　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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策
福
祉
資
金
・

生
活
つ
な
ぎ
小
口
資
金
）

　

 

ウ	

生
活
保
護
世
帯
等
に
対
す

る
生
活
資
金
の
一
時
貸
付

（
市
生
活
福
祉
課
対
応
）

　

 

エ	

行
路
人
の
援
護
（
市
生
活

福
祉
課
対
応
）

⑷	�

権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　

 

ア	

成
年
後
見
支
援
事
業
（
茨

城
県
央
地
域
定
住
自
立
圏

に
か
か
る
事
業
）

　

 

イ	

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（
県
社
協
よ
り
受
託
）

⑸�	�

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業

　

 

ア	

水
戸
地
区
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

４　

生
活
支
援
事
業

⑴��	�

水
戸
市
身
体
障
害
者
生
活
支

援
施
設
い
こ
い
の
運
営
（
市

よ
り
指
定
管
理
・
指
定
障
害

者
支
援
施
設
・
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
）

城東ふれあいサロン



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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平成29年度　収入・支出予算のあらまし
収入の部 支出の部

受託金
1,297,920

（単位  千円）

事業収入
　事業収入，介護保険収入，
　老人福祉事業収入，保育事業収入，
　就労支援事業収入，障害福祉サービス等事業収入，
　その他の事業収入　　　　　　　　　　　　　　211,055

補助金，
分担金
97,536

共同募金配分金収入
26,420

会員会費 28,000
寄附金 2,000

繰越金，
積立金取崩等
　　68,049

収入合計
1,730,980千円

支出合計
1,730,980千円

75.0%

10.7%

26.9%

51.2%

10.6%

0.6%

12.2%

5.7%
1.5%
1.7%

3.9%

介護・高齢者事業
466,583

障害者関係事業
885,788

児童関係事業  
10,453

公益事業
183,766

地域福祉事業
184,390

⑵��	�

水
戸
市
福
祉
作
業
所
む
つ
み

の
運
営
（
市
よ
り
指
定
管
理
・

指
定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）

⑶�	�
水
戸
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
つ
ど
い
の
運
営
（
市

よ
り
指
定
管
理
・
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
）

⑷��	�

水
戸
市
立
開
江
老
人
ホ
ー
ム

の
運
営
（
市
よ
り
指
定
管
理
・

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

⑸�	�

水
戸
市
障
害
者
教
養
文
化
体

育
施
設
水
戸
サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
の
運
営
（
市
よ
り

指
定
管
理
）

⑹�	�

水
戸
市
身
体
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
か

の
運
営
（
市
よ
り
指
定
管
理
・

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）

⑺�	�

水
戸
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
か
の
運
営

（
市
よ
り
指
定
管
理
・
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

⑻�	�

一
時
預
か
り
事
業
所
あ
か
つ

か
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
の
運
営

（
市
よ
り
受
託
）

⑼�	�

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
運
営
（
自
主
事
業
・
指
定

居
宅
介
護
支
援
）

⑽�	�

介
護
保
険
認
定
調
査
室
の
運

営
（
市
よ
り
受
託
）

⑾�	�

訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
み
ら

い
の
運
営
（
自
主
事
業
・
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）

⑿�	�

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
り

ぼ
ん
の
運
営
（
自
主
事
業
・

指
定
計
画
相
談
支
援
）

５　

就
労
支
援
事
業

⑴�	�

水
戸
市
身
体
障
害
者
就
労

支
援
施
設
の
ぞ
み
の
運
営

⑵�	�

水
戸
市
知
的
障
害
者
就
労

支
援
施
設
は
げ
み
の
運
営

⑶��	�

水
戸
市
知
的
障
害
者
就
労

支
援
施
設
み
の
り
の
運
営

⑷��	�

就
労
支
援
事
業
所
水
戸
市

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

運
営

⑸�	�

就
労
支
援
事
業
所
あ
か
つ

か
の
運
営

	
�

⑴
～
⑸
市
よ
り
受
託
・
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

⑹�	�

知
的
障
害
者
等
生
活
訓
練

事
業
（
市
よ
り
受
託
）

「みのり」のパン製造



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、各種事業に活用されています。
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編 集 後 記

（登録に必要なもの）
①独身証明書（本籍地の市町村窓口で取得できます） 
②写真（全身立像）タテ12㎝×ヨコ8㎝　※写真館で撮影したもの
③申込料2千円（市外の方3千円）

使用済切手・テレホンカード・使用済カートリッジ・物品等

朗読ボランティア「コスモス」 / 外岡健夫 / 奥田俊裕 / 園部美喜子 / サークル・点心 / ばるーん・レインボー 
/ 水戸更生保護女性会 / 磯田典子 / 西野初代 / 茨城歌人会 / いばらき子どもの虐待防止ネットワーク
あい / 家庭倫理の会水戸市 / ボーイスカウト水戸第４団 / 野菊の会 / 市福祉総務課 / 話音絵＝わお
んかい / 冨田貢 / 新荘市民センター・社協新荘支部 / 内科石川医院 / 冨田都 / 水戸河和田郵便局 / 
水戸市立新荘小学校 / 岩﨑礼子 / 大槻恭子 / 森田美智恵 / 高橋浩子 / 川上清 / ときわふれあいでん
わの会 / 雨宮妃容 / 後藤謙一 / 市毛充 / モリシタ化学産業㈱ / 五軒市民センター / 水戸市立浜田小
学校 / 常陽ボランティア倶楽部 / （一社）ガールスカウト茨城県連盟 / 昭和 32 年度赤塚中学校卒業ポ
プラの会 / 内原民協 / 内原すみれの会 / 下野澄子 / 茨城県水戸土木事務所 / 損保ジャパン日本興亜
水戸保険金サービス課 / 見川市民センター / 音訳ボランティア「こだま」 / 水戸保護観察所社会貢献活
動係 / 脳損傷友の会いばらき県北集会 / デイサービスケアサポート桜ヶ丘 / 榊芳江 / 飛田捷昱 / 混声
合唱団コール水戸 / 柳沼久美子 / 関東自動車共済協同組合茨城県支部 / 水戸中央郵便局 / 稲葉昭一 
/ 菅谷敏江 / 大和ハウス工業㈱茨城支部 / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会常澄支部 / 遠藤愛香 / 茨城県信用組合 / 信用
商事㈱ / 損保ジャパン日本興亜㈱茨城自動車法人営業部 / 雑賀大介 / 水戸市常澄商工会女性部 / みどり幼稚園父母の会 / 住谷た
け / 鶴田喜一郎 / 水戸下市郵便局 / 福林治久 / 城東女性会 / 滝本洋子 / 住谷春枝 / 大津初枝 / 齋藤ひさ / 増渕光男 / ふるさと
赤塚福祉部 / 明治安田生命水戸東営業所 / 東冷サービス㈱ / 岡田克己 / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会東部支部 / 真下
寿宜 / こしば石材 / 笠原女性会 / 社協緑岡支部 / 市障害福祉課 / 俳句結社ひたち野社 / 袴塚中央町内会 / 根本喜美江 / アートセ
ンター・タキタ / 川村和雄 / 佐倉冨美江 / 水戸市立河和田小学校 / ミュージックベル 28♪響（ひびき）♪ / カーブス水戸 / ASA 上水
戸見和栗原新聞舗 / BMC エンタープライズ㈱ / 合歓の会 / 茨城大学附属小学校 / 後藤正和・和子 / 須能忠彦 / レディスピア / 大
畠恵美子 / 小柳輝子 / 岩崎勇 / ㈱フジクリーン茨城 / 坂場和美 / 石川市民センター / 髙栁美智子 / 庄司良一 / 髙橋京子 / 茨城県
社会保険労務士会 / ㈱カワスミ / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会笠原支部 / 浜田女性会 / 水戸市女性防火クラブ連合会 / 
石井みつ / 大津安子 / 白石栄子 / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会見川支部 / 渡邉栄子 / 看板・塗装やまざき / 小森富子 

水戸市社会福祉協議会
平成29年2月～平成29年4月受付分（敬称略・順不同）

寄付金（社会福祉事業に）
常陽保険サービス㈱ / 水戸遊技場組合 / 福祉体験サポーターの会みと / 歌を楽し
むわかばの会 / 須能敏江 / サテライト水戸

（平成28年度合計額　　1,579,056円） 
（平成29年度4月末累計　　15,721円）

　私はこの広報紙を老眼鏡をかけて読
んでいます。メールのやり取りも、ス

マートフォンでは文字が小さく見にくいので、画面の広い
タブレットを使っています。このように老化による身体機
能の低下を補う手段がいくつも有ります。新聞だってタブ
レットの大きな文字で読めば目が疲れません。歳だからっ
てあきらめないで、パソコン・スマホやタブレットを上手
に活用しましょう。赤塚ミオスの福祉ボランティア会館で
開いている「パソコン相談」にご相談ください。

（桧山 孝　記）

常陽保険サービス㈱様

水戸遊技場組合様

歌を楽しむわかばの会様

〈寄付金をいただきました〉

編　集　 水戸市社会福祉協議会広報委員会
発　行　 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　 〒 311-4141　水戸市赤塚 1-1
　　　　 （水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　 TEL 029-309-5001  FAX 029-309-5525
　　　　 URL  http://www.mito-syakyo.or.jp
　　　　 E-mail  syakyo@mito-syakyo.or.jp

心配ごと
相 談

結婚相談
みとマリ

あなたのあらゆる心配ごとや悩みご
との相談に無料で応じます。当日受
付順に相談をお受けします。（電話
相談不可）

みとマリッジセンター（みとマリ）
では、人生のパートナーに出会
うお手伝いをいたします。（秘密
厳守）

日　時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　13時から15時30分まで受付

場　所　水戸市福祉ボランティア会館
　　　　水戸市赤塚1-1　ミオス2階

問合せ　水戸市社会福祉協議会
　　　　電話  ０２９-３０９-５００１

日　時　毎週土曜日（祝日を除く）  13時から15時まで受付
場　所　水戸市福祉ボランティア会館  水戸市赤塚1-1  ミオス2階
問合せ　水戸市社会福祉協議会　電話 ０２９-３０９-１００１



（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
http://www.mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～12：00  13：00～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

あたたかい　手と手でつなぐ　奉仕の輪

平成29年（2017年）6月15日号
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ボランティアサークル等研修会・連絡会を開催

おもちゃドクター養成講座を開催

ボランティア活動パネル展を開催します

お知らせ
★綿あめ機・ポップコーン機・かき氷機の貸出
地域などのイベントにご活用ください。（使用日３か月前から予約）
使用料：2,000円／日　　問合せ・予約はボランティアセンターへ

二松亭ちゃん平さんと
高座を聞く参加者

熱心に作業に取り組む受講者

実習：簡易電源パックの製作

　4月22日（土）福祉ボランティア会館において、ボランティアサークル等研修
会・連絡会が開催されました。
　この研修は、ボランティアセンターに登録しているサークルや個人がボラン
ティアの交流、資質向上を図るもので、95名の参加がありました。
　研修会では、社会人落語家二松亭ちゃん平さんによる、「厩火事（うまやかじ）」
他、高座が行われました。参加者は日本一の落語に耳を傾け、会場内は終始笑
いの渦につつまれていました。
　二松亭ちゃん平さんは、現在茨城キリスト教学園中学校高等学校の国語科教
諭。「社会人落語日本一決定戦」茨城県代表として出場、優勝をして日本一に、また、
2015年、「落語国際大会」でも優勝、世界一になりました。現在は、市民セン
ター、水戸市エンジョイスクールなどで講師として活躍し、古典落語や新作落語
を、お客様と一緒に楽しむことを目標に、常陽藝文センターにおいて年３回の寄
席を行っています。

　こわれたおもちゃを修理し復活させて、おもちゃドクターとしての技術を学び、
ボランティア活動に活かすことを目的とする、おもちゃドクター養成講座が、５
月１９日と２６日の２日間にわたり開催されました。
　講師に日本おもちゃ病院協会、おもちゃドクターの赤塚博信先生を迎え、ドラ
イバーやハンダごてなどを使い、配線の修理方法
や故障診断、電源パックやスピーカー検査機製作
などの実習を行いました。

　この講座をとおして、一人でも多くのおもちゃドクターが誕生し、地域におも
ちゃ病院が開設されることを希望して、今後ボランティアセンターも見守り応援
をしていきます。

　７月・８月のボランティア体験月間に合わせて、ボランティアサークル活動の様子をパネルで紹介します。

開催期間・時間 会　　場
７月１１日（火）～８月２０日（日）
※月曜日を除く
9：00～ 21：00
※日曜日は 17：00まで

福祉ボランティア会館ロビー
（赤塚１-１ミオス）


